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はじめに 

対 象 者 このマニュアルは，DMX512マスタコントローラGUIについて説明したものです。 

このマニュアルは，Windowsについて一般的知識がある方をを対象としています。 

なお，このマニュアルでは，「Windows XP」でDMX512マスタコントローラGUIを使用した例で説明し

ています。 

 
目  的 このマニュアルは，DMX512マスタコントローラGUIの基本的な仕様と正しい使用方法をユーザに理解

していただき，DMX512マスタコントローラGUIを使用するシステムのハードウエア，ソフトウエア開

発の参照用資料として役立つことを目的としています。 

 
構  成 このマニュアルでは，大きく分けて次の内容で構成しています。 

● 第1章 概  説 

● 第2章 .NET Frameworkのインストール 

● 第3章 DMX512マスタコントローラGUIのインストール 

● 第4章 起動と終了 

● 第5章 DMX512マスタコントローラGUIの操作 

● 第6章 ウインドウ・リファレンス 

 
読 み 方 このマニュアルを読むにあたっては，電気，論理回路，マイクロコンピュータに関する一般的知識が必

要となります。 

 

DMX512マスタコントローラ GUIの機能を一通り理解しようとするとき 

 → 第 1章 概  説から順にお読みください。 

 
凡  例 このマニュアルでは，次の記号を使用しています。 

データ表記の重み： 左が上位桁，右が下位桁 

注： 本文中につけた注の説明 

注意： 気をつけて読んでいただきたい内容 

備考： 本文中の補足説明 

数の表記： 2進数…××××または××××B 

 10進数…×××× 

 16進数…××××H 

 

関連資料 関係資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。 

あらかじめ，ご了承ください。 

 

DMX512マスタコントローラ GUI ユーザーズ・マニュアル （このマニュアル） 

照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008） クイックスタート・ガイド （ZUD-CE-09-0018） 
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第1章  概  説 

1. 1  概  要 

DMX512マスタコントローラ GUIは，DMX512規格に従った通信ができる照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）

を制御する GUI（Graphical User Interface）です。 

DMX512マスタコントローラ GUIの特徴には，以下の機能があります。 

 

• シーン設定可能（0.1秒から設定可能） 

• シーン設定を CSVで保存／読み出し可能 

• 簡単に動作確認が可能 

 

照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）については，照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008） クイックスタート・

ガイド（ZUD-CE-09-0018）を参照してください。 

 
1. 1. 1  動作環境 

 

（1）ホスト・マシン 

OS： Windows Vista, Windows XP, Windows 2000 

CPU： Intel Pentium 400 [MHz] 以上 

メモリ： 256 [MB] 以上 

 

（2）追加コンポーネンツ 

DMX512 マスタコントローラ GUI を使用する場合，事前に下記ソフトウエアをインストールする必要があ

ります。また，いずれの OS，コンポーネンツも最新の Service Packをインストールすることを推奨します。 

 

Windows XP, Windows Vistaの場合（Microsoftのサイトよりダウンロードしてください。） 

• Microsoft .NET Framework 3.5以降 

• Microsoft .NET Framework 3.5 Language pack 

 

Windows 2000の場合（Microsoftのサイトよりダウンロードしてください。） 

• Microsoft .NET Framework 2.0以降 

• Visual C++ 2008 ランタイムライブラリ 

 

.NET Frameworkを日本語版のWindowsで使用する場合は，別途 Language packが必要となります。 

.NET Framework 3.5のインストールについては，第 2章 .NET Frameworkのインストールを参照してくだ

さい。 
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1. 1. 2  全体の構成 
全体の構成例を次に示します。 

 

図1－1 全体の構成例 

 

 照明通信マスタ評価ボード 
PC （EZ-0008） 

 

このユーザーズ・マニュアルで記載している内容 

 

 

 
1. 1. 3  DMX512通信 

PCと照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）間は，仮想 COM-USBを利用したシリアル通信です。 

照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）から照明通信スレーブ評価ボード（EZ-0005, EZ-0006など）へ DMX512

通信を用いて制御することができます。 

 

 

照明通信スレーブ 
評価ボード 

78K0/IB2 HBLED評価ボード（EZ-0005） 
78K0/IA2 PWM評価ボード（EZ-0006）など 
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1. 2  セットアップの手順 

セットアップの手順について，次に示します。 

 

<1> .NET Framework を PC にインストール 

（第 2章 .NET Frameworkのインストールを参照してください。） 

<2> DMX512マスタコントローラ GUI を PC にインストール 

（第 3章 DMX512マスタコントローラ GUIのインストールを参照してください。） 

<3> ドライバのインストール 

照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）のスイッチを「RUN」モードに設定 

照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）と PCを USBで接続 

ドライバをPCにインストール（第3章 DMX512マスタコントローラGUIのインストールを参照してください。） 

<4> COMポートの設定 

「DMX512マスタコントローラ GUI」のアイコンをダブルクリックして，「DMX512 Controller」を表示 

（第 4章 起動と終了を参照してください。） 

COMポートの設定（デフォルト）は，「COM4」，「250000bps」です。 

それ以外の場合は，下記のように画面が表示されますので，「Can’t open serialport」の[OK]ボタンをクリック 

 

 Serial画面で，COMポートを設定してください。 

Port（COM1～COM255）は，接続する PCにより異なります。 

 

<5> 操作手順については，第 5章 DMX512マスタコントローラ GUIの操作を参照してください。 

各画面については，第 6章 ウインドウ・リファレンスを参照してください。 
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第2章  .NET Frameworkのインストール 

この章では，.NET Framework をインストールする手順（Windows XPの場合）について説明します。 

 

2. 1  必要なファイル 

次の 2つのファイルが必要になります。 

Microsoftのサイトよりダウンロードしてください。 

 

（1）.NET Framework 3.5インストーラ（Windows XPの場合） 

dotNetFx35setup.exe 

 

（2）.NET Framework 3.5 Language packインストーラ（Windows XPの場合） 

dotnetfx35langpack_x86ja.exe 

（日本語版のWindowsで使用する場合に，必要なコンポーネントです。） 

 

 

2. 2  .NET Framework のインストール 

DMX512マスタコントローラ GUIに必要な.NET Framework をインストールします。 

ここではWindows XPで.NET Framework 3.5をインストールする手順を示します。 

その他の OSでは，画面やインストールするコンテンツが異なります。 

.NET Framework 3.5は，本体とは別にインストールする日本語版Windowsに応じたLanguage Packをインストー

ルする必要があります。 

 

<1> 「dotNetFx35setup.exe」をダブルクリックすると，「開いているファイル – セキュリティの警告」画面が表

示されます。[実行]ボタンをクリックしてください。 

 

図2－1 開いているファイル – セキュリティの警告 

 



第 2章 .NET Framework のインストール 

ユーザーズ・マニュアル  U19596JJ1V0UM 15

<2> 「Microsoft .NET Framework 3.5 セットアップ」画面が表示されます。 

「○ 同意する(A)」を選択して，[インストール(I)]ボタンをクリックしてください。 

 

図2－2 Microsoft .NET Framework 3.5 セットアップ（1） 

 

 

<3> 手順に従ってインストールしてください。 

 

図2－3 Microsoft .NET Framework 3.5 セットアップ（2） 
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<4> インストールが完了したら, 「終了(x)」ボタンをクリックしてください。 

 

図2－4 Microsoft .NET Framework 3.5 セットアップ（3） 

 

 

<5>日本語版Windowsを使用している場合は，引き続き Language Packをインストールしてください。 

 

注意 最新の Service Packがリリースされている場合は，別途Microsoft Updateなどで適用してください。 
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第3章  DMX512マスタコントローラ GUIのインストール 

この章では，DMX512マスタコントローラ GUIのインストール（Windows XPの場合）について説明します。 

 

3. 1  インストーラ 

DMX512マスタコントローラ GUIでは，次のインストーラを用意しています。 

インストーラをダブルクリックして，インストールしてください。 

 

 

 
3. 1. 1  インストール手順 
インストール手順について，次に示します。 

 

<1> インストーラをダブルクリックすると，図 3－1の画面が表示されます。 

[次へ(N)]ボタンをクリックします。 

 

図3－1 DMX512マスタコントローラ GUI（インストーラ） 
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<2> 「インストール フォルダの選択」でフォルダを選択して，[次へ(N)]ボタンをクリックします。 

 

図3－2 DMX512マスタコントローラ GUI（インストール フォルダの選択） 

 

 

<3> 「インストールの確認」の画面が表示されます。 

[次へ(N)]ボタンをクリックして，インストールが開始されます。 

 

図3－3 DMX512マスタコントローラ GUI（インストールの確認） 

 

 

<4> インストールを開始します。 

 

図3－4 DMX512マスタコントローラ GUI（インストール中） 
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<5> インストールを完了します。 

 

図3－5 DMX512マスタコントローラ GUI（インストール完了） 

 

 

<6> デスクトップにアイコンが表示されます。 

ダブルクリックすると，「DMX512 Controller」画面を表示します。 

 

 

 
3. 1. 2  アンインストール手順 
アンインストール手順について，次に示します。 

 

<1> 「スタート」→「コントロール パネル」→「プログラムの追加と削除」を選択します。 

<2> 表示されたプログラムから「DMX512 マスタコントローラ GUI」を選択して，[削除]ボタンをクリックし

ます。 

<3> DMX512マスタコントローラ GUIがアンインストールされます。 
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3. 2  ドライバ 

最初に照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）と PCを USBで接続した際に，ドライバをインストールしてくだ

さい。 

次のファイルが必要となりますので，任意の場所（フォルダ）に保存してください。 

 

MQB2SALL.inf 

MQB2SALL.sys 

MQB2SVCP.sys 

 
3. 2. 1  インストール手順 
インストール手順について，次に示します。 

 

<1> 照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）と PCを USB で接続すると，下記の画面が表示されます。 

「はい、今すぐおよびデバイスの接続時には毎回接続します(E)」を選択します。 

[次へ(N)]ボタンをクリックします。 

 

図3－6 新しいハードウェアの検出ウィザードの画面（1） 

 

 

<2> 「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）(S)」を選択します。 

[次へ(N)]ボタンをクリックします。 

 

図3－7 新しいハードウェアの検出ウィザードの画面（2） 
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<3> 「次の場所を含める(O)」を選択して，[参照(R)]ボタンをクリックします。 

MQB2SALL.inf, MQB2SALL.sys, MQB2SVCP.sys を保存したフォルダを指定します。 

[次へ(N)]ボタンをクリックします。 

 

図3－8 新しいハードウェアの検出ウィザードの画面（3） 

 

 

<4> インストールを開始します。 

 

図3－9 新しいハードウェアの検出ウィザードの画面（4） 

 

 

<5> [続行(C)]ボタンをクリックします。 

 

図3－10 ハードウェアのインストール 
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<6> インストールを続行します。 

 

図3－11 新しいハードウェアの検出ウィザードの画面（5） 

 

 

<7> [完了]ボタンをクリックします。インストールを完了します。 

 

図3－12 新しいハードウェアの検出ウィザードの画面（6） 
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第4章  起動と終了 

.NET Framework と DMX512マスタコントローラ GUIをインストールすると，DMX512マスタコントローラ GUI を起

動することができます。 

 

4. 1  起 動 

<1> 照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）をホスト PCに接続してください。 

<2> 「DMX512マスタコントローラ GUI」のアイコンをダブルクリックしてください。 

または，「スタート」→「すべてのプログラム」→「NEC Electronics Tools」→「DMX512マスタコントロー

ラ」→「DMX512マスタコントローラ GUI」を選択します。 

 

<3> 「DMX512 Controller」画面が表示されます。 

<4> COMポートの設定（デフォルト）は，「COM4」，「250000bps」に設定されています。 

接続する PCにより Port（COM1～COM255）が異なるため，接続に成功しないと「Can’t open serialport.」

画面が表示されます。その場合は，Serial画面（COMポートを設定画面）で COMポートを設定してください。 

 

図4－1 起動時の画面 

 

 

<5> [OK]ボタンをクリックします。 
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<6> メニューの[Setting]-[Serial]を選択して，COMポートと通信速度を設定します。 

 

図4－2 「DMX512 Controller (Not Connect.)」画面 

 

 

<7> Serial画面で COMポートを設定して，[OK]ボタンをクリックします。 

Port（COM1～COM255）は，接続する PCにより異なります。 

 

図4－3 Serial画面 

 

 

<7> 照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）と接続が成功すると，[Go]と[Stop]のボタンが有効（色が付きます）

になります。 

 

図4－4 「DMX512 Controller」画面 
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接続時に「Can’t open serialport.」エラーが出る場合は，照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）が正しく PC上

で認識されていないか，他のアプリケーションが COMポートを使用している可能性があります。他に COMポート

を使用しているアプリケーションがある場合には，それを終了し，正しく COM ポートが認識されているかを

Windowsのデバイス・マネージャで確認してください。 

 

 

4. 2  終 了 

<1> [File]-[Exit]を選択します。 

 

図4－5 終了時の画面 

 

 

<2>「DMX512 Controller」画面を閉じます。 
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第5章  DMX512マスタコントローラ GUIの操作 

5. 1  新規作成 

5. 1. 1  New（新規作成） 
ファイルを新規作成します。 

[New]ボタン，またはメニューの[File]-[New]をクリックします。 

 

図5－1 New（新規作成） 
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5. 1. 2  Slave Addressの設定 
Slave Addressを設定します。Slave Addressは最大「512」まで選択できます。 

Select slaves画面については，6. 2. 2  Select slaves画面を参照してください。 

メニューの[Slave]-[Select]をクリックすると，Select slaves 画面が表示されます。接続するスレーブの数に応

じて選択してください。 

 

図5－2 Select slaves画面 

  

 

  

 

図5－3 Select slaves画面（設定例） 
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5. 1. 3  Scene Setting 
Scene Settingを設定します。 

0.1秒（最小値）から設定することができます。 

Scene Setting画面については，6. 2. 3  Scene Setting画面を参照してください。 

 

図5－4 Scene Setting画面（設定例） 

  

 

  
0.1秒に設定する場合 
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（1）数値の入力 

各セルの値は，0から 255までの値を指定することができます。0から 255以外の値を入力した場合は，入

力した値を無視して，「0」を表示します。セルに数字以外の文字を入力した場合も，入力した文字を無視して，

「0」を表示します。 

Sceneは任意に追加できます。最後（右端）の Sceneに入力すると，自動的に次の Sceneを追加します。 

セル選択後，[Delete]キーを押すと，選択したセルの値を消去（0）にします。 

Version 1.0では，セル選択してコピー＆ペーストすることはできません。 

 

図5－5 数値の入力 

  

 

（2）Copy/Paste 
Sceneをコピーして，貼り付けることができます。 

コピーしたい列の Time(sec)にカーソルを置き，右クリックして[Copy]を選択します。 

次に貼り付けたい列の Time(sec)にカーソルを置き，右クリックして[Paste]を選択します。 

図5－6 Copy/Paste 
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（3）Insert 
挿入したい列の Time(sec)にカーソルを置き，右クリックし[Insert]を選択すると，空欄の列が挿入されます。 

図5－7 Insert 

  

 

（4）Delete 
削除したい列の Time(sec)にカーソルを置き，右クリックし[Delete]を選択すると，その列が削除されます。 

図5－8 Delete 

  

 

削除
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5. 2  保存（CSV形式） 

作成したデータは，CSV形式で保存できます。 

 

<1> 名前を付けて保存する場合： メニューの[File]-[Save as]で保存します。 

上書き保存の場合： メニューの[File]-[Save]，または[Save]ボタンで保存します。 

 

図5－9 CSV形式の保存 

  

  

 

<2> 名前を付けて保存する場合： ファイル名を付けて，[保存]ボタンをクリックして保存します。 

上書き保存の場合： 上書き保存されます。 
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5. 3  ファイルを開く 

保存した CSV形式のファイルを開くことができます。 

 

<1> メニューの[File]-[Open]，または[Open]ボタンをクリックします。 

 

図5－10 CSV形式のファイルを開く 

  

 

<2> 「ファイルを開く」画面からファイルを選択します。 

 

 

<3> 選択したファイルが開きます。 

PCの環境により，ファイルが開くまで時間がかかる場合があります。 
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5. 4  動作確認 

照明通信マスタ評価ボード（EZ-0008）の動作確認について次に示します。 

 
5. 4. 1  Go（Start） 

[Go]ボタン，またはメニューの[Run]-[Start]をクリックすると，照明通信スレーブ評価ボードへ送信を開始しま

す。 

 

図5－11 Go（Start） 

  

 

最後まで送信すると，最初に戻り送信し続けます。 

停止させる場合は，[Stop]ボタン，またはメニューの[Run]-[Stop]をクリックしてください。 

 
5. 4. 2  Stop（Stop） 

[Stop]ボタン，またはメニューの[Run]-[Stop]をクリックすると，照明通信スレーブ評価ボードへの送信を停止

します。 

 

図5－12 Stop（Stop） 
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5. 4. 3  Pause（Pause） 
[Pause]ボタン，またはメニューの[Run]-[Pause]をクリックすると，照明通信スレーブ評価ボードへの送信を一

時停止します。 

 

図5－13 Pause（Pause） 

  

 
5. 4. 4  Step（Step） 

[Step]ボタン，またはメニューの[Run]-[Step]をクリックすると，選択した列を 1つ右の列に移動します。 

 

図5－14 Step（Step） 
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第6章  ウインドウ・リファレンス 

6. 1  各ウインドウの一覧 

各ウインドウの一覧を次に示します。 

 

表6－1 各ウインドウ一覧 

各ウインドウ画面 説 明 参照箇所

メイン画面 DMX512マスタコントローラ GUIを起動すると最初に表示される画面です。 6. 2. 1  

Select slaves画面 メイン画面に表示される Slave Addressのリストを編集します。 6. 2. 2  

Scene Setting画面 実行するシーン間の時間を設定します。 6. 2. 3  

Serial画面 シリアル・ポートを設定する画面です。 6. 2. 4  

Version画面 バージョンを確認する画面です。 6. 2. 5  
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6. 2  各ウインドウの説明 

6. 2. 1  メイン画面 
縦に「アドレス」，横に「時間」を表示します。 

「アドレス（初期状態）」表示は，デフォルトで"Address 1", "Address 2", "Address 3"を表示します。 

「時間（初期状態）」表示は，"0"を表示します。 

 

図6－1 メイン画面（初期状態） 

 

 

次に設定した画面例を示します。 

 

図6－2 メイン画面（設定した例） 
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6. 2. 2  Select slaves画面 
メイン画面に表示される Slave Addressのリストを編集します。 

メイン・メニューの[Slave]-[Select]を選択すると，Select slaves画面を表示します。 

 

図6－3 Select slaves画面 

 

 

• 選択可能な Slave Address（左側）と選択中の Slave Address（右側）を同時に選択できません。 

• Slave Addressリストからアドレスを選択して，Selectedの欄に選択したアドレスを移します。 

• [OK]ボタンをクリックすると，メイン画面のアドレス表示に反映します。 

 

Slave Address（左側のアドレス）: 

• Slave Addressのリスト（1～512の範囲で右側に表示していないアドレス）は，昇順にソートされています。 

• 選択可能な Slave Addressを選択すると，[Add-->]ボタンが有効になります。 

• 複数の Slave Addressを選択することができます。 

• [Add-->]ボタンをクリックすると，選択したアドレスが Selected（右側）に追加されます。 

選択したアドレスは Slave Address（左側）からは削除されます。 

• Slave Addressを追加した直後は，[Add-->]ボタン，[<--Remove]ボタンが無効状態となります。 

 

Selected（右側のアドレス）: 

• Selectedには，選択中の Slave Addressを表示しています。 

• 選択中の Slave Address（右側）を選択すると，[<--Remove]ボタンが有効になります。 

• Slave Addressを削除した直後は，[Add-->]ボタン，[<--Remove]ボタンが無効状態となります。 

• [<--Remove]ボタンをクリックすると，選択したアドレスが Slave Address（左側）に追加され，Selected

（右側）からは削除されます。 
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6. 2. 3  Scene Setting画面 
実行するシーン間の時間を設定します。 

メイン・メニューの[Setting]-[Scene Setting]を選択すると，Scene Setting画面を表示します。 

 

図6－4 Scene Setting画面 

 

 

• シーンに Step Timeが 0.1秒単位で表示します。 

• デフォルトは 1.0秒です（最小値は 0.1秒です）。 

• ファイルを読み込んだ場合は，その読み込んだファイルの内容に従って設定値が変化します。 

• Step Timeの欄に数字以外を入力した場合，[OK]ボタンをクリックできません。 

• 数字を入力して，[OK]ボタンをクリックすると，メイン画面の Time(sec)欄に値が反映されます。 
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6. 2. 4  Serial画面 
シリアル・ポートを設定する画面です。 

メイン・メニューの[Setting]-[Serial]を選択すると，Serial画面を表示します。 

 

図6－5 Serial画面 

 

 

• 規定値は「COM4」，「250000bps」とします。 

Port（COM1～COM255）は，接続する PCにより異なります。 

一度設定すると状態を保存しており，次回の起動時からは設定値を取り込んで動作します。 

• [OK]ボタンをクリックすると，COMポートを新たな設定で再オープンします。 

• [CANCEL]ボタンをクリックすると，元のポートでオープンします。 

オープンできない場合は接続処理を中止し，メイン画面の上部タイトルが「DMX512 Controller (Not 

Connect.)」となります。 

 

 
6. 2. 5  Version画面 
バージョンを確認する画面です。 

メイン・メニューの[Help]-[Version]を選択すると，Version画面を表示します。 

 

図6－6 Version画面 

 

 

• [OK]ボタンをクリックすると，Version画面が消えます。 
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6. 2. 6  メニュー 
 

（1）File 

 

図6－7 File（メニュー） 

 

 

New: 新規作成します。それまでの表示をクリアして，初期状態にします。 

Open: 保存した設定を読み込み，表示します。 

Save: 設定を保存します。保存は CSVファイル形式です。 

データが更新されるまで，ENABLEになりません。 

Save as: ファイル名をつけて保存します。 

データが更新されるまで，ENABLEになりません。 

Exit: アプリケーションを終了します。 
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（2）Scene 
Scene全体が選択した場合のみ選択できます。 

 

図6－8 Scene（メニュー） 

  

 

Copy: 選択されたシーンの各セルの値を”,”で区切ったテキスト形式でクリップボードに取り込みま

す。 

Paste: クリップボードから値をセルに貼り付けます。 

Insert: 選択されたシーンの直前に 1列追加します。 

複数選択された場合には，各列の直前に 1行追加します。 

Delete: 選択されたシーンを削除します。 

複数選択した場合には，その列数だけ削除します。 

 

（3）Slave 

 

図6－9 Slave（メニュー） 

 

 

Select: Select slaves画面が表示されます。 

使用するスレーブ・アドレスを選択します。（6. 2. 2 Select slaves画面参照） 
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（4）Run 
RUNのメニューは，シリアルがオープンできていないときには選択できません。 

 

図6－10 Run（メニュー） 

 

Start: 選択されている列から順次送信します。 

最終シーンを送信したあとは，先頭のシーンに移動します。 

現在実行中のシーンを選択状態にして，位置を示します。 

Stop: 自動送信を停止し，カーソルを先頭列に戻します。 

 

 

Pause: 自動送信を一時停止します。 

Step: 1シーンだけ送信し，カーソルを次の列に移動します。 

カーソルが最終シーンにあった場合は，先頭のシーンに移動します。 
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（5）Setting 

 

図6－11 Setting（メニュー） 

 

 

Scene Setting: シーンの実行時間（各ステップの間隔）を設定します。 

（6. 2. 3  Scene Setting画面参照） 

Serial: COMポートと通信速度を設定します。 

（6. 2. 4  Serial画面参照） 

 

（6）Help 

 

図6－12 Help（メニュー） 

 

 

Version: DMX512マスタコントローラ GUIのバージョン情報を表示します。 

（6. 2. 5 Version画面参照） 
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6. 2. 7  右クリック・メニュー 
 

図6－13 右クリック・メニュー 

 

 

Copy: 選択した列をメモリにコピーします。 

Paste: メモリのコピーを選択した列に貼り付けます。 

Insert: 選択している列の前に 1行追加します。 

複数選択の場合は，各列の直前に 1行追加します。 

Delete: 選択している列を 1列削除します。 

複数選択の場合は，先頭列を削除します。 
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[メ モ] 
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